
児童アンケート評価項目 平均

体育の時間は一生懸命取り組んでいる 3.77
進んで友だちと遊んでいる。ふれあっている。 3.70
いつも、うがいや手洗いを実行している 3.61
学校の清掃活動に一生懸命取り組んでいる 3.55
授業は楽しくわかりやすい 3.47
先生は自分の良いところを認めて、ほめてくれる 3.45
家庭学習で学年×10分以上の学習をしている 3.42
三小よい子の生活の約束を守って生活をしている 3.40
三小っ子7つのちかいを守って生活している 3.38
「思いやりの心」や「善悪を判断する力」を持っている 3.35
給食は、好き嫌いをしないで、残さず食べている 3.34
手伝いやボランティアなど進んで人のためにしている 3.21
早寝・早起き・朝ごはんを守って生活している 3.18
休み時間には進んで体を動かすようにしている 3.15
学校や家庭でたくさんの本を読んでいる 2.90

保護者アンケート評価項目 平均

学校は電話や訪問時に親切・丁寧な対応をしている 3.74
お子さんは楽しく学校生活を送っている 3.72
学校はお子さんや友だちの良いところを認めほめている 3.62
学校は子どもたちの安全や健康に十分配慮している 3.60
学校は思いやりや善悪の判断をしっかり指導している 3.56
学校は楽しくわかりやすい授業を行っている 3.54
学校は学校の様子を積極的に伝えている 3.52
学校は子どもの体力向上に積極的に取り組んでいる 3.43
学校は子どもたちの不安や悩みなどを受け止めている 3.42
学校は「7つのちかい」についてしっかり指導している 3.40
お子さんは学年×10分以上の家庭学習を行っている 3.28
三小の子どもたちはあいさつがしっかりできる 3.13

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ご存じですか？「三小っ子７つのちかい」 

 
「ならぬことはならぬものです」 

これは、会津藩士たちが子どものころに教えられていた

「什の掟」の最後の一文です。今でもこの什の掟をもとにし

た「あいづっこ宣言」というものがあり、会津若松の子ども

たちはみんなすらすらと暗唱することができるそうです。 

三小にも「三小っ子７つのちかい」があります。ご存知で

したか？ 

この７つのちかいには、三小の子どもたちが、かしこく、

勤勉で、思いやりのある人になってほしいという願いが込め

られています。 

１２月に行った保護者アンケート、児童アンケートの結果

をまとめましたのでご覧ください。 

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄの４段階で回答していただいた結果を点数化し平均点で比較しました。それを見ると、子

どもたちは学校生活を楽しく送っていることや、学校の対応について高い評価をいただいています。 

一方、あいさつや家庭学習、読書について課題があることが明らかになりました。 

そこで、３学期の重点指導目標を次のように設定し、全職員で確認しました。 

【３学期の指導の重点】 

○ 「三小っ子７つのちかい」をもとに自分の行動や生活を見直す指導をする。 

 「三小っ子７つのちかい」には、あいさつ、読書、命を大切にする、よい言葉づかい、時間を大切にする、

まじめに働く、思いやりの心を持つという人として大切な内容がちりばめられています。 

 ７つの項目がすべて身についている人はなかなかいません。そこで、自分の行動や生活を振り返り、自分

に身についていることは何か、反対にどんなことを努力すればいいのか、自分自身を見つめることに重点を

置きたいと考えています。 

 ご家庭でも、「三小っ子７つのちかい」について話題にし、どんな子になってほしいかという親の思いを

伝えてみてはいかがでしょうか。 
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一 「あいさつ」を進んでします。 

二 「本」をたくさん読みます。 

三 「交通事故」に気をつけます。 

四 「よい言葉」を使います。 

五 「時間」をきちんと守ります。 

六 「掃除」をだまってがんばります。 

七 「いじめ」はぜったいにしません。 


